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2広報「 」11月号

赤
井

あ

か

い

佐
太
郎

さ

た

ろ

う

59
歳

無
所
属

当
選
③

疋
田

川
西

か
わ
に
し

茂
一

し
げ
か
ず

63
歳

公
明
党

当
選
②

疋
田

阿
古

あ

こ

和
彦

か
ず
ひ
こ

藤
井
本

ふ
じ
い
も
と

浩
ひ
ろ
し

43
歳

無
所
属

当
選
①

新
庄

小
柴

こ

し

ば

一
宏

か
ず
ひ
ろ

62
歳

無
所
属

当
選
③

北
道
穂

溝
口

み
ぞ
ぐ
ち

幸
夫

ゆ

き

お

55
歳

無
所
属

当
選
②

八
川

川
辺

か

わ

べ

順
一

じ
ゅ
ん
い
ち

62
歳

無
所
属

当
選
①

新
在
家

吉
村

よ
し
む
ら

優
子

ゆ

う

こ

51
歳

無
所
属

当
選
①

山
田

岡
島

お
か
じ
ま

辰
雄

た

つ

お

64
歳

無
所
属

当
選
③

疋
田

寺
田

て

ら

だ

惣
一

そ
う
い
ち

63
歳

無
所
属

当
選
②

大
畑

西
川

に
し
か
わ

幸
男

さ

ち

お

64
歳

無
所
属

当
選
①

太
田

中
島

な
か
じ
ま

大
視

ひ

ろ

み

62
歳

日
本
共
産
党

当
選
①

林
堂

67
歳

日
本
共
産
党

当
選
①

長
尾

鷲
尾

わ

し

お

隆
継

た
か
つ
ぐ

65
歳

無
所
属

当
選
③

寺
口

下
村

し
も
む
ら

正
樹

ま

さ

き

52
歳

無
所
属

当
選
③

尺
土

田
上

た
の
う
え

啓
人

け
い
に
ん

安
川

や
す
か
わ

茂
樹

し

げ

き

53
歳

無
所
属

当
選
①

薑

員 を 紹 介 し ま す
・旧當麻町からの当選回数）・出身地区の順に掲載しています。（11月２日現在）

46
歳

無
所
属

当
選
①

竹
内

員 を 紹 介 し ま す



3 広報「 」11月号

56
歳

日
本
共
産
党

当
選
⑥

北
花
内

57
歳

日
本
共
産
党

当
選
⑤

木
戸

葛 城 市 議 会 議 員
※敬称省略のうえ、右から下へ、議席順で、氏名・年齢・党派・当選回数（旧新庄町

白
石

し
ら
い
し

栄
一

え
い
い
ち

酒
井

さ

か

い

勇
い
さ
む

62
歳

無
所
属

当
選
④

疋
田

西
川

に
し
か
わ

弥
三
郎

や
さ
ぶ
ろ
う

中
井

な

か

い

晟
あ
き
ら

72
歳

無
所
属

当
選
③

新
庄

石
井

い

し

い

文
司

ぶ

ん

じ

72
歳

無
所
属

当
選
⑦

新
庄

児
島

こ

じ

ま

悦
之

え

つ

の

60
歳

公
明
党

当
選
④

兵
家

南み
な
み

要
か
な
め

65
歳

無
所
属

当
選
④

忍
海

66
歳

無
所
属

当
選
③

木
戸

川
合

か

わ

い

楢
彦

な
ら
ひ
こ

66
歳

無
所
属

当
選
⑦

當
麻

高
井

た

か

い

悦
子

え

つ

こ

稲
本

い
な
も
と

敏
信

と
し
の
ぶ

69
歳

無
所
属

当
選
④

南
今
市

植
田

う

え

だ

茂
夫

し

げ

お

69
歳

無
所
属

当
選
③

當
麻

仲
川

な
か
が
わ

英
宗

え
い
そ
う

81
歳

無
所
属

当
選
⑤

加
守

亀
井

か

め

い

一
二
三

ひ

ふ

み

57
歳

無
所
属

当
選
④

笛
堂

中
川

な
か
が
わ

力
つ
と
む

78
歳

無
所
属

当
選
③

長
尾

55
歳

無
所
属

当
選
④

中
戸

葛 城 市 議 会 議 員

野
　

の

し

昭
あ
き
ら



4広報「 」11月号

議
　
長

川
合
　
楢
彦

副
議
長

赤
井
　
佐
太
郎

常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長
　
　
鷲
尾
　
隆
継

副
委
員
長
　
野
　
　
昭

委
員
　
　
　
藤
井
本
　
浩

阿
古
　
和
彦

岡
島
　
辰
雄

西
川
　
弥
三
郎

児
島
　
悦
之

高
井
　
悦
子

仲
川
　
英
宗

石
井
　
文
司

民
生
水
道
常
任
委
員
会

委
員
長
　
　
南
　
　
要

副
委
員
長
　
稲
本
　
敏
信

委
員
　
　
　
吉
村
　
優
子

西
川
　
幸
男

田
上
　
啓
人

川
西
　
茂
一

小
柴
　
一
宏

中
井
　
晟

中
川
　
力

白
石
　
栄
一

川
合
　
楢
彦

都
市
産
業
常
任
委
員
会

委
員
長
　
　
植
田
　
茂
夫

副
委
員
長
　
酒
井
　
勇

委
員
　
　
　
安
川
　
茂
樹

中
島
　
大
視

川
辺
　
順
一

溝
口
　
幸
夫

寺
田
　
惣
一

下
村
　
正
樹

赤
井
　
佐
太
郎

亀
井
　
一
二
三

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
　
　
溝
口
　
幸
夫

副
委
員
長
　
寺
田
　
惣
一

委
員
　
　
　
下
村
　
正
樹

鷲
尾
　
隆
継

植
田
　
茂
夫

西
川
　
弥
三
郎

南
　
　
要

児
島
　
悦
之

白
石
　
栄
一

組
合
議
会

葛
城
広
域
行
政
事
務
組
合

川
合
　
楢
彦

赤
井
　
佐
太
郎

奈
良
県
葛
城
地
区
清
掃
事
務
組
合

川
合
　
楢
彦

赤
井
　
佐
太
郎

中
川
　
力

酒
井
　
勇

平
成
16
年
第
１
回
葛
城
市
議
会
臨
時
会
が
、
10
月
12
日
〜
14
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
開

か
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
は
、
葛
城
市
議
会
に
お
け
る
各
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
の
設
置

が
可
決
さ
れ
、
正
副
議
長
を
は
じ
め
と
す
る
各
役
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
専
決

処
分
の
承
認
な
ど
10
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
審
議
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
発
議
第
１
号
　
葛
城
市
議
会
委
員
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

●
発
議
第
２
号
　
葛
城
市
議
会
会
議
規
則
の
制
定
に
つ
い
て

●
発
議
第
３
号
　
葛
城
市
議
会
傍
聴
規
則
の
制
定
に
つ
い
て

●
発
議
第
４
号
　
葛
城
市
議
会
事
務
局
設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

●
承
認
第
１
号
　
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

専
決
第
１
号
　
葛
城
市
役
所
の
位
置
を
定
め
る
条
例
ほ
か
１
５
０
件

の
条
例
に
つ
い
て

●
承
認
第
２
号
　
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

専
決
第
２
号
　
平
成
16
年
度
葛
城
市
一
般
会
計
暫
定
予
算
ほ
か
８
件

の
暫
定
予
算
に
つ
い
て

●
承
認
第
３
号
　
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

専
決
第
３
号
　
字
の
名
称
の
変
更
に
つ
い
て

●
承
認
第
４
号
　
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

専
決
第
４
号
　
葛
城
市
指
定
金
融
機
関
の
指
定
に
つ
い
て

●
承
認
第
５
号
　
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

専
決
第
５
号
　
葛
城
広
域
行
政
事
務
組
合
ほ
か
２
件
の
一
部
事
務
組

合
へ
の
加
入
に
つ
い
て

●
承
認
第
６
号
　
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

専
決
第
６
号
　
葛
城
市
・
広
陵
町
介
護
認
定
審
査
会
の
共
同
設
置
に

つ
い
て

な
お
、
葛
城
市
農
業
委
員
会
委
員
に
は
、
石
田
義
孝
氏(

疋
田)

・
小
柴
一
宏
氏(

北
道

穂)

・
高
松
弘
氏(

山
口)

・
石
田
重
樹
氏(

勝
根)

・
藤
田
貞
夫
氏(

新
在
家)

が
、
議
会
か
ら

推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

葛
城
市
誕
生
後
、
初
め
て
の
議
会
が
開
催

議
会
の
役
員
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。（
議
席
順
・
敬
称
略
）
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一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
六
年
十
月
一
日
、
奈
良
県
十
一
番
目
の
市
と
し
て
、
新
た
に
葛

城
市
が
誕
生
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
ま
ず
市
民
の
皆
様
と
一
緒
に
お
祝

い
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
実
現
で
き
ま
し
た
の
は
、
関
係

各
位
の
ご
理
解
ご
協
力
に
よ
る
も
の
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
十
月
十
二
日
、
葛
城
市
発
足
後
に
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た

議
会
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
初
代
の
葛
城
市
議
会
議
長
の
重
責
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
誠
に
以
て
身
に
余
る
光
栄

で
あ
り
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
、
も
と
よ
り
浅
学
非
才
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
議
会
議
員
と
し
て

得
た
知
識
と
経
験
を
十
二
分
に
生
か
し
、
議
員
諸
氏
の
協
力
を
得
な
が

ら
新
市
発
展
の
た
め
全
力
を
傾
注
す
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

現
在
、
国
・
地
方
の
財
政
は
、
経
済
情
勢
や
少
子
高
齢
化
の
影
響
か
ら

大
幅
な
財
源
不
足
と
な
っ
て
お
り
、
小
泉
内
閣
の
も
と
、
引
き
続
き
構

造
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

行
財
政
基
盤
の
整
備
・
強
化
の
た
め
合
併
し
、
誕
生
し
た
ば
か
り
の

葛
城
市
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
な
お
一
層
の
行
財
政
改
革
を
推
進
し
、
活

力
あ
る
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
、
議
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

葛
城
市
議
会
議
長

川
　
合
　
楢
　
彦
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新新
体体
制制葛

城
市
消
防
団

旧
町
の
消
防
団
が
統
合
し
、
新
た
に
葛

城
市
消
防
団
が
発
足
し
ま
し
た
。
役
員
に

は
、
次
の
方
々
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
平
成
16
年
10
月
１
日
付
　
敬
称
略
）

団
　
長
　
　
川
辺
　
順
一
（
新
在
家
）

副
団
長
　
　
奥
村
　
喜
洋
（
西
　
辻
）

〃
　
　
　
住
野
　
光
男
（
山
　
田
）

〃
　
　
　
西
川
　
　
朗
（
太
　
田
）

〃
　
　
　
中
島
　
啓
文
（
新
在
家
）

◆
新
庄
町
消
防
団
長
の
山
本
英
輔
氏
が
、

平
成
16
年
９
月
30
日
を
も
っ
て
退
団
さ
れ

ま
し
た
。

山
本
氏
は
新
庄
町
消
防
団
員
と
し
て
42

年
６
ヵ
月
、
新
庄
町
消
防
団
長
と
し
て
６

年
１
ヵ
月
の
永
き
に
わ
た
り
、
地
域
消
防

防
災
活
動
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
ご
苦
労
に
対
し
心
か
ら
感
謝
い
た

し
ま
す
。

乳乳乳乳
牛牛牛牛
共共共共
進進進進
会会会会

奈
良
県
酪
農
農
業
協
同
組
合
主
催
の
第
37
回
乳
牛

共
進
会
が
開
催
さ
れ
、
本
市
か
ら
は
、
４
名
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
奥
村
喜
洋
さ
ん
は
、

「
日
頃
の
管
理
技
術
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
が
と
て
も
嬉

し
い
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
受
賞
で
き
る
よ
う
技
術

向
上
に
努
め
た
い
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

農
林
水
産
大
臣
賞
・
葛
城
市
長
賞
・
奈
良
県
農
業
共

済
組
合
連
合
会
長
賞

奥
村
喜
洋
（
西
辻
）

奈
良
県
酪
農
農
業
協
同
組
合
長
賞

奥
村
喜
洋
（
西
辻
）

奥
村
喜
照
（
西
辻
）

住
野
光
男
（
山
田
）

高
松
生
人
（
山
口
）

関関関関
西西西西
文文文文
化化化化
のののの
日日日日

11
月
の
一
定
期
間
、
関
西
一
円
（
福
井
県
、
三
重
県
、

滋
賀
県
、
京
都
府
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
、
奈
良
県
、
和

歌
山
県
及
び
徳
島
県
）
の
美
術
館
・
博
物
館
の
文
化
施

設
に
お
い
て
入
場
料
が
無
料
と
な
り
、
文
化
が
息
づ
く

関
西
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

本
市
で
も
、
11
月
13
日
（
土
）
は
葛
城
市
歴
史
博
物

館
が
、
11
月
20
日
（
土
）
は
、
葛
城
市
相
撲
館
が
無
料

に
な
り
ま
す
。

こ
の
機
会
を
利
用
し
て
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
に
ふ

れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
詳
し
く
は
、

葛
城
市
相
撲
館

℡
（
48
）
４
６
１
１
　

葛
城
市
歴
史
博
物
館

℡
（
64
）
１
４
１
４ま

で
。

け
は
や
く
ん

農林水産大臣表彰を受けられた、
奥村喜洋さん（西辻）
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葛葛葛葛
城城城城
市市市市

観観観観
光光光光
ボボボボ
ララララ
ンンンン
テテテテ
ィィィィ
アアアア
ガガガガ
イイイイ
ドドドド
のののの
会会会会募募募募

集集集集

平
成
13
年
４
月
に
発
足
し
た
「
當
麻
町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
」

は
、
10
月
１
日
か
ら
葛
城
市
移
行
に
伴
い
、「
葛
城
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
の
会
」
と
名
称
を
変
更
し
、
更
な
る
観
光
案
内
活
動
の
充
実
を
目
指
し

日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

「
葛
城
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
」
は
、
葛
城
市
を
訪
れ
る
観

光
客
に
名
所
、
旧
跡
を
中
心
と
し
て
葛
城
市
に
つ
い
て
の
観
光
案
内
活
動
を

行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
す
。

よ
り
多
く
の
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
、
葛

城
市
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、「
葛
城
市

が
好
き
、
人
が
好
き
、
歴
史
・
文
化
遺

産
に
関
心
が
あ
る
」
と
興
味
を
持
っ
て

観
光
案
内
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
々
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
い
た
だ
き
ま
す
と
、
一
定
期
間
、

各
種
研
修
会
に
参
加
し
、
葛
城
市
の
観

光
案
内
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
お
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、

葛
城
市
相
撲
館

℡
（
48
）
４
６
１
１
ま
で
。

ふふふふ
るるるる
ささささ
とととと
食食食食
材材材材
おおおお
いいいい
しししし
いいいい
隊隊隊隊

キキキキ
ャャャャ
ララララ
ババババ
ンンンン

10
月
10
日
（
日
）
當
麻
の
家
で
、「
ふ
る
さ
と
食
材
お
い
し
い
隊
キ
ャ
ラ
バ

ン
」
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
地
域
住
民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
農
家
と
消
費
者
の
交
流
、
地
域
食
材
の
Ｐ
Ｒ
、
伝
統
料
理
・

加
工
技
術
の
伝
承
の
た
め
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、『
黒
米
お
は
ぎ
・
ズ
イ
キ
芋

の
甘
辛
煮
』
の
試
食
会
や
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
に
参
加
し
た

當
麻
の
家
の
上
田
美
佐
江
さ
ん

は
、「
郷
土
食
に
関
心
を
も
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も

伝
承
活
動
に
尽
力
し
て
い
き
た

い
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

次
回
の
開
催
は
11
月
６
日

（
土
）
午
前
９
時
か
ら
ア
グ
リ
マ

ー
ト
新
庄
（
葛
城
市
山
田
）
で

行
わ
れ
ま
す
。



インフルエンザは1月から2月に最も流行します。
予防接種を受けてからインフルエンザに対する抵抗力がつ
くまでには2週間程度かかります。インフルエンザが流行
する前に、できれば12月中に接種しましょう。
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１．実施期間 平成16年10月15日から平成17年1月31日まで
２．対 象 者 葛城市に住民票を有する次の人（年齢は接種日での満年齢です）。

・接種日に65歳以上の人
・接種日に60歳以上65歳未満の人で心臓やじん臓、呼吸器に重い病気のある人またはヒト免疫
不全ウイルスによる免疫機能に障がいを持つ人（障害者手帳1級の人またはそれに準ずる人）
新庄健康福祉センターまたは當麻保健センターまで、必ずお問い合わせください。
※予防接種は、ご本人が接種を希望する場合のみに行います。

３．費　　用 下記医療機関の窓口で、自己負担金1,000円をお支払いください。
※市民税非課税世帯の人または生活保護世帯の人は、免除になります。事前に手続きが必要で
すので、受診する前に、印鑑をご持参のうえ新庄健康福祉センターまたは當麻保健センター
へお越しください。

４．接種回数 １回
５．携 行 品 接種費用（1,000円）・保険証・健康手帳

葛城市内委託医療機関 予約が必要ですので、事前に希望する医療機関へ直接お問い合わせ
ください。

毎月11日は
人権を確かめあう日です

奈良県市町村人権・同和問題
啓発活動推進本部

葛城市人権問題啓発活動推進本部

①②③④

医療機関名 住　　　　所 電話番号 医療機関名 住　　　　所 電話番号
板　橋　医　院 葛城市北花内749-1 0745-69-5781 関谷外科胃腸科 葛城市北花内692-1 0745-69-7800
鵜　山　医　院 葛城市新庄16 0745-69-2070 玉　井　医　院 葛城市長尾94 0745-48-6086
鵜　山　医　院 葛城市尺土189-41 0745-48-6520 中　谷　医　院 葛城市南道穂93 0745-69-2157
小　泉　医　院 葛城市新庄119 0745-69-2501 堀　内　医　院 葛城市忍海338-4 0745-62-2958
塩　田　医　院 葛城市當麻8 0745-48-2115 安田クリニック 葛城市疋田227-10 0745-69-7900
庄田クリニック 葛城市北花内732-1 0745-69-3511 山　本　医　院 葛城市八川153-1 0745-48-1231
下　村　医　院 葛城市當麻40-2 0745-48-2522

その他ご不明な点は　　　新庄健康福祉センター　(169 ー 9900）
當 麻保健センター　(148 ー 6611）までご連絡ください。

※年末年始の休診日は各医療機関へお問い合わせください。

｛
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【
日
　
時
】
11
月
21
日
（
日
）

集
合
・
計
量
　
午
前
９
時

開
会
式
　
　
　
午
前
９
時
30
分

【
場
　
所
】
葛
城
市
民
体
育
館

（
屋
敷
山
公
園
内
）

【
主
な
規
定
】

①
男
子
・
女
子
・
男
女
混
合
の
部
・

小
学
生
の
部
（
混
合
の
部
と
男

子
・
女
子
の
部
を
兼
ね
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。）

②
１
チ
ー
ム
選
手
８
名
（
混
合
の
部

は
男
子
４
名
・
女
子
４
名
）、
交
替

要
員
２
名
、
監
督
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
各
１
名
の
計
12
名
以
内
。

③
男
子
は
選
手
８
名
体
重
合
計
が
６

０
０
㎏
以
下
と
し
ま
す
。
男
女
混
合
　

の
部
、
女
子
お
よ
び
小
学
生
の
部
に

つ
い
て
は
、
計
量
は
行
な
い
ま
せ
ん
。

「「「「
彩彩彩彩
のののの
国国国国
まままま
ごごごご
ここここ
ろろろろ
国国国国
体体体体
」」」」

にににに
出出出出
場場場場

埼
玉
県
で
開
催
さ
れ
た
第
59
回
国
民
体
育

大
会
に
、
葛
城
市
か
ら
次
の
方
々
が
出
場
さ

れ
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

馬
術
成
年
男
子
選
手

岡
村
　
　
実
（
忍
海
）

馬
術
青
年
男
子
選
手

本
田
　
恵
士
（
新
庄
）

馬
術
青
年
女
子
選
手

岡
村
恵
美
子
（
忍
海
）

軟
式
野
球
一
般
Ａ
選
手

清
水
　
輝
久
（
疋
田
）

相
撲
青
年
Ｂ
選
手

春
口
　
博
信
（
加
守
）

高
校
野
球
選
手

藤
田
　
祐
規
（
尺
土
）

空
手
道
監
督
　
寺
田
　
和
哉
（
當
麻
）

【
申
込
方
法
お
よ
び
抽
選
会
】

参
加
申
込
書
に
て
11
月
７
日
ま
で
に
、

葛
城
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

抽
選
会
は
、
11
月
18
日
（
木
）
午
後
８

時
か
ら
葛
城
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
行
い
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、

葛
城
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

3(

69)

６
９
６
１

當
麻
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
体
育
振
興
課

3(

48)

６
６
０
０

ま
で
。

◆
葛
城
市
綱
引
大
会
◆
▼
▼
歴
史
博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
▲
▲

展展
示示
会会第

５
回
特
別
展
『

城
の
弥
生
時
代
』

会
　
　
　
期：

開
催
中
　
〜
　
11
月
28
日
（
日
）

入
　
館
　
料：

通
常
の
入
館
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

休
　
館
　
日：

11
月
１
、
４
、
８
、
９
、
15
、
22
、
23
、
24
日

講講
演演
会会

特
別
展
記
念
講
演
会
（
第
２
回
）

『

城
の
南
と
西
‐
弥
生
時
代
に
お
け
る
交
流
‐
』

日
　
　
　
時：

11
月
13
日
（
土
）

午
後
２
時
か
ら

講
　
　
　
師：

川
上
洋
一
氏
（
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
主
任
研
究
員
）

会
　
　
　
場：

歴
史
博
物
館
２
階
　
「
あ
か
ね
ホ
ー
ル
」

定
　
　
　
員：

２
０
０
名
程
度

申
　
込
　
み：

電
話
ま
た
は
直
接
窓
口
に
て
、
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

催催
しし
物物

秋
の
歴
史
ウ
ォ
ー
ク

『

城
の
街
道
を
ゆ
く
』

日
　
　
　
時：

11
月
６
日
（
土
）

午
前
９
時
〜
正
午
（
予
定
）

集
合
・
解
散：

歴
史
博
物
館

定
　
　
　
員：

50
名
程
度

申
　
込
　
み：

必
ず
電
話
ま
た
は
、
窓
口
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
小
雨
決
行
、
飲
み
物
等
は
ご
自
分
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
「
あ
か
ね
ホ
ー
ル
映
画
会
」
は
11
月
28
日
（
日
）、
午
後
１
時
30
分
か
ら

『
ハ
チ
公
物
語
』
を
上
映
し
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
歴
史
博
物
館

3
（
64
）
１
４
１
４
・
FAX
（
62
）
１
６
６
１
ま
で
。



10広報「 」11月号

�

お問い合わせ　 新庄文化会館　169－4600 當麻文化会館　148－5000

平成16年11月1日～11月30日（10月17日現在）�

11

  5�

12�

13�

14�

21

金�

金�

土�

日�

日�

奈宗連講演会�

第５８回北葛城郡小学校音楽会�

奈良県高等学校総合文化祭合唱器楽部門�

ピアノエレクトーン大正琴発表会�

佑恭の会�

関係者�

関係者�

関係者�

無　料�

無　料�

13：00～15：00�

  9：00～15：30�

12：00～15：30�

13：00～16：30�

12：30～16：30

差別を無くす奈良県宗教者連帯会議�

北葛城郡小学校音楽教育部会�

奈良県高等学校文化連盟�

青木智子�

山上善子�

0744-28-3439�

0745-32-3450�

0742-41-4701�

0745-69-3327�

0745-69-5870

休　　　館　　　日　　　の　　　ご　　　案　　　内�
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

1新庄文化会館（マルベリーホール）

當 麻 文 化 会 館

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

完売御
礼

好評発売中
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合
併
に
と
も
な
い
、
新
庄
町
立
図

書
館
が
『
葛
城
市
立
新
庄
図
書
館
』

に
、
當
麻
町
立
図
書
館
が
『
葛
城
市

立
當
麻
図
書
館
』
に
名
称
が
変
わ
り

ま
し
た
。

《
図
書
館
の
利
用
案
内
》

＊＊
利
用
資
格
…

葛
城
市
民
と
市
内
に
在
勤
の
方
。

＊＊
利
用
時
間
…

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
。

＊＊
貸
　
　
出
…

新
庄
図
書
館
・
當
麻
図
書
館
と

も
に
、
お
一
人
５
冊
（
合
計
10
冊
）、

２
週
間
借
り
ら
れ
ま
す
。

＊＊
返
　
　
却
…

新
庄
図
書
館
・
當
麻
図
書
館
の

ど
ち
ら
で
も
返
却
で
き
ま
す
。

ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
は
、
新
庄
文
化
　

会
館(

正
面
玄
関
北
側)

・
當
麻
図
書

館(

北
側)

・
新
庄
庁
舎(

正
面
玄
関

西
側)

・
葛
城
市
歴
史
博
物
館(

正

面
玄
関)

に
設
置
。

＊＊
学
習
室
（
新
庄
図
書
館
）
…

利
用
時
間
は
、
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
。

＊＊
A
V
ル
ー
ム
（
新
庄
図
書
館
）
…

CD
・
VHS
・
LD
・
DVD
を
館
内
で
視

聴
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

【
利
用
時
間
】

(

水
曜
日
・
土
曜
日)

午
後
１
時
〜
５
時

(
日
曜
・
祝
日)

午
前
９
時
半
〜
午
後
５
時

＊＊
休
館
日
…

◆
新
庄
図
書
館

（
毎
週
月
曜
日
・
月
末
整
理
日
・
特
別

整
理
期
間
・
年
末
年
始
）

◆
當
麻
図
書
館

（
毎
週
火
・
水
曜
日
・
月
末
整
理
日
・

特
別
整
理
期
間
・
年
末
年
始
）

《
催
し
も
の
案
内
》

〔〔
映映
画画
会会
のの
おお
知知
らら
せせ
〕〕

★
子
ど
も
映
画
会

『
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん
　

ア
ッ
パ
レ
！
戦
国
大
合
戦
』

日
時：

11
月
13
日
（
土
）

午
前
10
時
〜

場
所：

新
庄
図
書
館
AV
ル
ー
ム

★
な
つ
か
し
の
ア
ニ
メ
大
会

『
ハ
ッ
ト
リ
く
ん
＋
パ
ー
マ
ン
』

日
時：

11
月
20
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
　
　

場
所：

新
庄
図
書
館
AV
ル
ー
ム

〔〔
おお
はは
なな
しし
会会
のの
おお
知知
らら
せせ
〕〕

★
當
麻
図
書
館

日
時：

11
月
14
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
　
　

場
所：

當
麻
図
書
館
２
階

お
は
な
し
の
へ
や

『
小
さ
い
子
む
き
』

絵
本
…
ぼ
く
ん
ち
ど
う
ぶ
つ
え
ん

（
大
島
妙
子
　
童
心
社
）

お
は
な
し
…
牛
方
と
や
ま
ん
ば

（
お
は
な
し
の
ろ
う
そ
く
８
　

日
本
の
昔
話
）

『
大
き
い
子
む
き
』

絵
本
…
お
ば
あ
さ
ん
の
す
ぷ
ー
ん

（
富
山
妙
子
　
福
音
館
書
店
）

お
は
な
し
…
と
ま
ら
な
い
く
し
ゃ
み

（
子
ど
も
に
聞
か
せ
る
世
界
の
民
話
　

実
業
之
日
本
社
　
エ
ス
ト
ニ
ア
の
昔
話
）

★
新
庄
図
書
館

『
お
は
な
し
会
リ
ス
ピ
ー
の
お

は
な
し
』
お
は
な
し
、
手
あ
そ
び
、

紙
芝
居

日
時：

11
月
27
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
　
　

場
所：

新
庄
図
書
館
お
は
な
し
の

へ
や
・
AV
ル
ー
ム

★
第
八
回
新
庄
歌
壇
発
表
会

日
時：

11
月
14
日
（
日
）

午
後
１
時
〜
３
時
半
　
　

場
所：

葛
城
市
歴
史
博
物
館

あ
か
ね
ホ
ー
ル

当
日
、
参
加
さ
れ
た
方
に
は

「
第
八
回
新
庄
歌
壇
作
品
集
」
を

贈
呈
致
し
ま
す
。

※
本
の
紹
介
は
、
次
号
か
ら
掲
載
致

し
ま
す
。

図図
書書
館館
だだ
よよ
りり

◎
詳
し
く
は
、

◆
新
庄
図
書
館

葛
城
市
南
藤
井
70
の
１

3
０
７
４
５(

69)

４
６
４
６

◆
當
麻
図
書
館

葛
城
市
長
尾
89
の
１

3
０
７
４
５(

48)

６
０
０
０
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改正された道路交通法の一部が
平成16年11月1日から

施行されます。
①① 自動車･原動機付自転車を運転中の携帯電話の通話、メール等の禁止
自動車や原動機付自転車（原付バイク）運転中（停止中を除く）に携帯電話を手に持ち、

◇通話のために使用したり
◇液晶画面を注視したり

すると、罰則（反則金、違反点数）の対象になります。

～違反名：携帯電話使用等（保持）～
※ 但し、ハンズフリー装置を利用している場合は適用外となります。
（罰則）

5万円以下の罰金
・違反点数　6点
・反則切符制度適用の場合の反則金

大型車7千円　普通車6千円　二輪車6千円　原付車6千円

※ 運転中携帯電話を使用し交通の危険を生じさせた場合は、

～違反名：携帯電話使用等（交通の危険）～
という更に罰則の厳しい違反となります。

（罰則）
3月以下の懲役または5万円以下の罰金

・違反点数　2点
・反則切符制度適用の場合の反則金

大型車1万2千円　普通車9千円　二輪車7千円　原付車6千円

②② 飲酒運転の呼気検査拒否の罰則が強化されます。
飲酒運転の取締りを受けた際に、警察官による呼気検査を拒否または妨害した場合の罰則が
5万円以下の罰金から30万円以下の罰金に引き上げられました。

③③ レッカー移動された車の保管期間が3ヵ月から1ヵ月に短縮されました。
放置駐車違反をしてレッカー移動され保管された場合、警察署長から保管車両を引き取るべ
き告知または、公示がされた日以降1ヵ月以内に車両を引き取らないとその車両が売却処分さ
れることがあります。（売却代金は保管されます。）

④④ 集団暴走行為・騒音運転・消音器不備等の規制・罰則等が強化されました。
・集団暴走行為をしただけで　2年以下の懲役または50万円以下の罰金
・騒音運転等は5万円以下の罰金
・消音器不備の罰則が2万円以下の罰金又は科料から5万円以下の罰金に引き上げられました。

���
���
@@@
@@@
���
���
ÀÀÀ
ÀÀÀ
���
���
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指名手配被疑者の検挙にご協力を！
全国の警察では、警察庁が地下鉄サリン事件等で特別手配しているオウム真理教（アーレフ

に改名）関係被疑者である

◆公証役場事務長逮捕監禁致死事件　　　平田　　信
◆地下鉄サリン事件　　　　　　　　　　高橋　克也
◆地下鉄サリン事件　　　　　　　　　　菊地　直子

の3名をはじめとして多数の被疑者を指名手配中です。

なかでも凶悪な犯罪を犯した被疑者をリストアップし、11月中に全国警察の総力を挙げて追跡
捜査を行っています。
犯人を検挙し事件を解決するためには、犯罪捜査に対する皆さんのご理解とご協力が従来に増

して必要になっています。
指名手配被疑者によく似た人を見かけた時は、迷わず警察へ通報してください。

◆犯罪捜査に協力を！
刑法犯の認知件数は、最近増加の一途をたどり、平成14年の刑法犯認知件数は約285万件と7年連続で戦後最
多を記録し、刑法犯検挙率は過去最低の水準となっております。本年は、昨年に引き続きやや増勢に歯止めが
かかっているものの依然として深刻な状況です。特に、街頭犯罪や侵入犯罪の急増、凶悪な少年犯罪の多発、
来日外国人犯罪の凶悪化・組織化と全国への拡散等が治安水準の悪化を後押ししている状況です。
高田警察署管内での刑法犯の認知件数は、本年8月末現在2515件であり、昨年に比べて全体的には減少傾向

を示していますが住宅対象侵入窃盗（空き巣ねらい・忍び込み）やひったくり事件が依然として増加傾向にあ
ります。これから年末をむかえて、この種犯罪の増加が懸念されますので被害に遭わないように警戒をお願い
します。

◆◆『１１０番』は、事件が発生した時だけのものではありません。
「おかしい」と思った時や「あやしい」人物を見かけた時は、深夜・早朝を
問わず110番通報をお願いします。

◎詳しくは、高田警察署（℡0745－22ー0110）まで。
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市
県
民
税
（
町
県
民
税
）
第
３
期
分

▼
旧
當
麻
町
区
域

国
民
健
康
保
険
税
第
５
期
分

納
期
限
は
、
11
月
30
日
で
す

な
お
、
旧
當
麻
町
区
域
の
市
県
民
税

（
町
県
民
税
）
第
３
期
分
の
納
期
限
は
、
12

月
27
日
で
す
。

納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
納
期
限

日
が
振
替
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。
預
貯
金

残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。（

税
務
課
）

介
護
保
険
料
納
期

▼
第
５
期
分
の
納
期
限

11
月
30
日
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
お
願

い
し
ま
す
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
納
期
限

日
が
振
替
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。
預
貯
金

残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
高
齢
福
祉
課
）

新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
お
知
ら
せ

★
燃
え
る
ご
み
の
収
集
日
に
つ
い
て

◎
11
月
３
日
（
水：

文
化
の
日
）、
11
月
23

日
（
火：

勤
労
感
謝
の
日
）
は
祝
日
で
す

が
、
新
庄
区
域
の
一
般
家
庭
ご
み
収
集
に

つ
い
て
は
平
常
通
り
行
い
ま
す
。

★
資
源
ご
み
の
収
集
日
の
変
更

11
月
３
日
（
水
）
は
文
化
の
日
の
為
、

５
日
（
金
）
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

▼
対
象
地
区：

疋
田
・
南
藤
井
・
寺
口
・

み
ん
な
、毎
日
、守
ら
れ
て
い
る
。

自
賠
責
制
度

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
年
間
約
１
３

０
万
件
も
の
交
通
事
故
被
害
者
に
支
払
わ

れ
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
の
発
生
件
数
は
、
こ
の
10
年

間
で
約
30
％
増
加
し
、
毎
年
多
く
の
死
傷

者
を
出
し
て
い
ま
す
。

死
亡
者
数
こ
そ
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

負
傷
者
数
に
つ
い
て
は
過
去
ワ
ー
ス
ト
の

１
１
８
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

毎
年
絶
え
な
い
交
通
事
故
は
、
誰
も
が

被
害
者
に
も
、
そ
し
て
加
害
者
に
も
な
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
よ
り
い
っ
そ
う
自
賠

責
制
度
の
役
割
や
、
保
険
・
共
済
金
支
払

い
の
し
く
み
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て
の
自

動
車
の
保
有
者
に
、
自
動
車
１
台
ご
と
に

加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
保
険
・
共

済
が
、
自
賠
責
保
険
・
共
済
で
す
。
交
通

事
故
に
よ
り
加
害
者
と
な
っ
た
と
き
は
、

加
害
者
の
賠
償
責
任
を
担
保
す
る
と
と
も

に
、
す
べ
て
の
被
害
者
の
基
本
的
な
対
人

賠
償
を
保
障
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、

近
畿
運
輸
局
奈
良
運
輸
支
局

1
０
７
４
２
（
61
）
７
８
２
３
ま
で
。

税
納
期

11
月
は
、
次
の
市
税
が
納
付
月
で
す
。

▼
旧
新
庄
町
区
域

国
民
健
康
保
険
税
第
５
期
分

の
道
路
脇

▼
設
置
物：

デ
ー
タ
記
録
装
置
（
30
×

30
×
20
㎝
程
の
箱)

、
受
震
器
（
５
×

５
×
７
㎝
程
度
）、
ケ
ー
ブ
ル

▼
設
置
期
間：

11
月
９
日
（
火
）
か
ら

11
月
26
日
（
金
）
ま
で
（
予
定
）

▼
作
業
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

㈱
地
球
科
学
総
合
研
究
所

1
０
３
（
５
９
７
８
）
８
０
３
４

「
ス
ト
ッ
プ
温
暖
化
市
民
講
座
」

葛
城
会
場

葛
城
古
道
の
自
然
と
文
化
を
、
子
供
た

ち
に
伝
え
ら
れ
ま
す
か
？

奈
良
県
ス
ト
ッ
プ
温
暖
化
推
進
員
と
、

温
暖
化
問
題
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時：

12
月
５
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

▼
会
場：

葛
城
市
歴
史
博
物
館

（
近
鉄
忍
海
駅
下
車
す
ぐ
）

▼
参
加
費：

無
　
料

◎
詳
し
く
は
、

奈
良
県
環
境
政
策
課

地
球
環
境
グ
ル
ー
プ

1
０
７
４
２
（
27
）
８
７
３
３

E-m
ail：
kankyo@

pref.nara.jp

ま
で
。

年
末
年
始
の
お
も
て
な
し

料
理
教
室

▼
日
時：

12
月
９
日
（
木
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

▼
場
所：

葛
城
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
講
師：

大
久
保
　
節
子
氏

山
田
・
平
岡
・
山
口
・
梅
室
・
笛
吹

★
不
燃
ご
み
の
収
集
日
の
変
更

11
月
23
日
（
火
）
は
勤
労
感
謝
の
日
の

為
、
22
日
（
月
）
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

▼
対
象
地
区：

柿
本
、
笛
堂
、
北
花
内
、

新
村

◎
詳
し
く
は
、新庄

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

母
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付

相
談

▼
毎
週
金
曜
日
（
11
／
５
、
11
／
12
、

11
／
19
、
11
／
26
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
場
　
所葛

城
市
役
所
（
當
麻
庁
舎
）

児
童
福
祉
課
内

◎
詳
し
く
は
、
児
童
福
祉
課

1（
48
）
２
８
１
１
　
内
線
２
１
６
３

ま
で
。

「
大
都
市
圏
地
殻
構
造
調
査

（
新
宮
〜
舞
鶴
測
線
）」に
係
わ
る

作
業
の
お
知
ら
せ

京
都
大
学
防
災
研
究
所
で
は
、
紀
伊
半

島
南
部
か
ら
京
都
府
北
部
に
い
た
る
約
２

２
０
㎞
の
区
間
で
、
深
部
地
殻
構
造
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

葛
城
市
内
で
は
、
デ
ー
タ
記
録
装
置
等

を
設
置
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
設
置
場
所：

加
守
か
ら
太
田
に
か
け
て

の
国
道
１
６
５
号
線
及
び
県
道
30
号
線
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西
名
阪
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
事

●
夜
間
通
行
止
め
（
雨
天
決
行
）

▼
区
間：

西
名
阪
自
動
車
道

松
原
Ｊ
Ｃ
Ｔ
〜
天
理
I
Ｃ

《
延
長
27
・
2
㎞
（
上
下
線
）
》

▼
期
間：

11
月
８
日
（
月
）
夜
〜

11
月
17
日
（
水
）
朝

▼
時
間
帯：

毎
夜
20
時
〜
翌
朝
６
時

＊
た
だ
し
、
11
月
13
日
（
土
）、
11
月
14
日

（
日
）
の
夜
間(

20
時
〜
翌
朝
６
時
）
を
除
く

●
終
日
車
線
規
制
（
大
阪
方
面
行
き
）

（
雨
天
決
行
）

▼
区
間：

西
名
阪
自
動
車
道

柏
原
I
Ｃ
〜
藤
井
寺
I
Ｃ

新
石
川
橋
、
円
明
寺
高
架
橋
、

新
小
松
橋

《
7
・
5
Ｋ
Ｐ
〜
5
・
3
Ｋ
Ｐ
》

▼
期
間：

11
月
９
日
（
火
）
朝
６
時
〜

11
月
18
日
（
木
）
朝
６
時

●
終
日
車
線
規
制
（
名
古
屋
方
面
行
き
）

（
雨
天
決
行
）

▼
区
間：

西
名
阪
自
動
車
道

藤
井
寺
I
Ｃ
〜
柏
原
I
Ｃ

新
小
松
橋

《
6
・
6
Ｋ
Ｐ
〜
7
・
6
Ｋ
Ｐ
》

▼
期
間：

11
月
９
日
（
火
）
朝
６
時
〜

11
月
18
日
（
木
）
朝
６
時

◎
詳
し
く
は
、

日
本
道
路
公
団
関
西
支
社

南
大
阪
管
理
事
務
所

1
０
７
２
９
（
55
）
９
５
８
１

受
付
時
間
…
午
前
８
時
50
分
〜

午
後
５
時
20
分

警
察
安
全
相
談
窓
口

◎
依
然
絶
え
な
い
「「
オオ
レレ
オオ
レレ
詐詐
欺欺
」」
や

「「
架架
空空
請請
求求
」」

「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
や
ニ
セ
警
官
詐
欺
」
に

騙
さ
れ
な
い
た
め
に

★
「
声
」
だ
け
で
信
用
し
な
い
で
！

短
時
間
の
会
話
な
ら
誰
に
で
も
化
け
ら

れ
ま
す
。

「
顔
が
見
え
な
い
相
手
」
を
信
用
す
る

の
は
厳
禁
。

★
必
ず
真
偽
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
！

ご
主
人
や
子
ど
も
さ
ん
に
電
話
の
内
容

を
確
認
す
る
の
に
時
間
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

「
架
空
請
求
」
に
つ
け
込
ま
れ
な
い
た
め
に

★
不
安
に
感
じ
る
必
要
は
一
切
な
し

犯
人
の
告
白
に
よ
れ
ば
、
振
込
に
応
じ

た
人
は
１
、
０
０
０
通
当
た
り
、
僅
か
に

１
件
、
つ
ま
り
殆
ど
の
人
が
無
視
し
て
い

ま
す
。

身
に
覚
え
が
な
け
れ
ば
完
全
無
視
を
決

め
込
み
ま
し
ょ
う
。

★
拒
否
も
含
め
て
、
相
手
へ
の
連
絡
は

一
切
不
要

◎
犯
罪
被
害
者
支
援
相
談

こ
こ
ろ
の
扉
を
ひ
ら
い
て
！

一
人
で
お
悩
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

犯
罪
に
よ
る
被
害
の
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
。

な
ら
犯
罪
被
害
者
こ
こ
ろ
の
支
援
セ
ン
タ
ー

1
０
７
４
３
（
61
）
３
４
１
０

高
田
警
察
署
（
県
民
サ
ー
ビ
ス
係
）

1（
22
）
０
１
１
０

▼
定
員：

30
名

▼
費
用：

１
、
０
０
０
円

▼
持
ち
物：

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

ふ
き
ん
２
枚

▼
申
込
方
法：

葛
城
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

1（
69
）
６
９
６
１
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

す
べ
て
の
青
少
年
の
健
や
か
な

成
長
を
願
っ
て

11
月
は
全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間

11
月
は
「
全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
調

月
間
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
青
少
年
の

健
全
育
成
に
つ
い
て
一
人
ひ
と
り
が
自
ら

の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

青
少
年
が
今
を
充
実
し
て
生
き
る
と
と

も
に
、
社
会
的
に
自
立
し
た
個
人
と
し
て

成
長
し
、
幅
広
く
活
躍
で
き
る
よ
う
に
支

援
す
る
取
り
組
み
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

・
青
少
年
の
育
成
は
、
大
人
一
人
ひ
と
り

の
責
務

・
地
域
で
一
体
と
な
っ
て
青
少
年
の
育
成
を

・
家
庭
の
あ
り
方
を
ふ
り
返
ろ
う

・
青
少
年
の
多
様
な
社
会
参
加
活
動
を
支

え
よ
う

葛
城
市
教
育
委
員
会

青
少
年
健
全
育
成
協
議
会

「
広
報
か
つ
ら
ぎ
」
音
訳
テ
ー
プ

を
貸
出
し
ま
す

本
市
秘
書
課
で
は
、
目
の
不
自
由
な
方

に
葛
城
市
の
出
来
事
や
情
報
を
お
知
ら
せ

す
る
た
め
に
、
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
の
協
力
を
得
て
、「
広
報
か
つ
ら
ぎ
音

訳
テ
ー
プ
」
を
貸
し
出
し
し
て
い
ま
す
。

「
広
報
か
つ
ら
ぎ
音
訳
テ
ー
プ
」
の
貸

出
を
ご
希
望
の
方
は
、
葛
城
市
役
所
秘
書

課
〔
1（
69
）
３
０
０
１
〕
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

（
秘
書
課
）

平
成
16
年
度
　
葛
城
市
成
人
式

本
市
で
は
、
新
成
人
と
し
て
大
人
の
仲

間
入
り
を
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
新
た
な
門
出

を
祝
福
す
る
た
め
、
左
記
の
と
お
り
成
人

式
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時：

平
成
17
年
１
月
10
日
（
祝
）

《
受
付
》
午
前
９
時
00
分

《
開
会
》
午
前
９
時
30
分

▼
場
所：

葛
城
市
新
庄
文
化
会
館

▼
対
象
者：

昭
和
59
年
４
月
２
日
〜

昭
和
60
年
４
月
１
日
の
間
に

誕
生
さ
れ
た
方（

生
涯
学
習
課
）
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◆人口　35,513人 ◆世帯数 11,834戸
◆男 17,163人 女 18,350人
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11月�November
今月の無料相談�

人権・行政・心配ごと相談�

弁護士による法律相談�

●日時　11月11日（木）第2木曜日�
　　　　午前9時～正午�
　場所　葛城市役所（新庄庁舎）�
　申込　不要（先着順）�
�
●日時　11月18日（木）第3木曜日�
　　　　午前9時～正午�
　場所　忍海集会所�
　申込　不要（先着順）�
�
●日時　11月25日（木）第4木曜日�
　　　　午前9時～正午�
　場所　當麻文化会館�
　申込　不要（先着順）�
�
お問い合わせ／人権政策課・総務課・社会福祉協議会�

●日時　11月18日（木）第3木曜日�
　　　　午後1時～4時�
　場所　葛城市役所（新庄庁舎）�
�
●日時　11月25日（木）第4木曜日�
　　　　午後1時～4時�
　場所　當麻文化会館�
　�
◎申込　相談の予約は、秘書課で随時受付�
　　　　（11月から、新庄庁舎での相談申込みも�
　　　　　上記の申込みとなります。）�
�
　　　　　　　　　　お問い合わせ／秘書課�
�
●中和法律センタ－�
　日時　毎週火曜日・金曜日（祝日は休み）�
　　　　午後1時～4時�
　場所　大和高田市大中106-2　経済会館4階�
　　　　電話 24-5403�
　申込　相談日の1週間前から予約受付です。�
　　　　中和法律センタ－に直接お電話ください。�


